The Tenno (The Emperor) in the Present Constitution of Japan by 山下, 正男
Title普遍的観点からみた象徴天皇制
Author(s)山下, 正男





















































































二 二 ∴ 二図3









































































































































































































































(Ⅱ) 1.communitascIVitatisaristocratica 2.C.C.oligarchica 3.C.C.democratica







































































まずこの両命題で =日本国ないし日本国民の統合"と "全国民"は "一日と "多"という形
で図4,図 5によって表示できる｡しかし図4,図 5が示すのはそこまでであり,天皇 (王)
及び議会 (議員の集り)は図4,図5が基礎にはなるが,なおそれに "象徴する'と "代表す
る"という二つの動詞を必要とする｡この二つつまりsymbolizeとrepresentはともに他動詞



























































































































































































































































































































うして "一一"と "多"というグループ分けが可能となる｡図のAとa,b, C -の二つのグ
































人 文 学 報
よび立法院に対して投げかけられたことばであり,議会に対する挑戦である｡そしてこうした
思想もまた,"-"と "多"の二元性を基幹とする図5の思想と相容れない｡そしてまさにそ
うした思想を排除するために,凶4,凶5の構造が構想されたというべきである｡そしてそう
した構造は図1で示されるような義務論的命題の集合でさらに明確化される｡そしてそれが
"法の支配"というものであり,忠誠というものがなお存在しなければならないとすれば,そ
れはなによりもまずそうした法に対して捧げられるべきであろう｡とはいえ図4,凶5で示さ
れた構造が最適であるという保障はない｡そうした構造が最適かどうかは一にかかって今後の
survivaltestにさらされることによってのみ証明されるのである｡
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